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１．理事会の開催 

２０１９年 ５月１８日（土） ２０１９年 ６月 ８日（土） 

２０１９年１０月１７日（木） ２０１９年１１月 ７日（木） 

２０２０年 １月１８日（土）  

 

 

２．評議員会の開催 

２０１９年 ６月 ８日（土） ２０１９年１１月２１日（木） 

２０２０年 １月２４日（金）  

 

 

３．定款の変更及び認可 

 土地の取得による基本財産の変更に伴う定款の変更を行った。 

    ２０２０年 ２月１７日   福山市長認可 

 

 

４．指定の変更および届出 

 ２０１９年 ４月 １日   運営規程（就労移行・就労継続 B型）の変更 

 ２０１９年 ６月１１日   運営規程（就労移行）の変更 

 ２０１９年 ７月 １日   運営規程（就労移行）の変更 

 ２０２０年 １月２１日   障害福祉サービス事業の指定更新に係る届出 

 

 

５．施設整備 

土地（福山市三吉町南一丁目６６５番）を事業の一部移転を目的として取得した。 

 

 

６．２０１９年度 社会福祉法人指導監査結果 

   実施なし。 

 

 



７．施設運営（２０１９年３月末現在） 

① 利用定員 

 すみれ工房   １日当たり ２０人（小規模多機能型） 

  就労移行支援   １日当たり  ６人 

  就労継続支援 B型  １日当たり １４人 

 

 とまり木 

  地域活動支援センター  １日当たり ２０人 

 

 

② 職員数 

 すみれ工房 

   管理者    １名（常勤兼務） 

  サービス管理責任者  １名（常勤兼務） 

  就労移行支援 

  就労支援員   １名（常勤） 

  職業指導員   １名（常勤） 

  生活支援員   １名（非常勤） 

  就労継続支援 B型 

  職業指導員   １名（非常勤） 

  生活支援員   １名（常勤） 

  目標工賃達成指導員  ２名（非常勤） 

 

 とまり木 

  地域活動支援センター 

  施設長    １名（常勤） 

  生活支援員   １名（常勤）、２名（非常勤） 

 

 

③ 主な年間行事 

月 行事名 

４月 観桜会 

５月 親睦会（バーベキュー）、夏期販売促進事業（実施期間：6月～8月） 

７月 
七夕杯ボウリング大会、三吉町東町内会夏祭り出店参加、利用者家族交流会 

『精神保健福祉を考える勉強会』講演会（主催、他法人共催） 



８月 三吉町中之丁町内会夏祭り 出店参加、TLSF彩フェスタ 出店参加 

９月 健康教室（出前講座）、防災避難訓練、利用者家族交流会 

１０月 ふれあい福祉まつり 出店参加、福山平成大学学園祭（御幸祭） 出店参加、 

１１月 
冬期販売促進事業（実施期間：11月～12月） 

『精神保健福祉を考える勉強会』講演会（主催、他法人共催） 

１２月 利用者家族交流会、クリスマス会、大掃除・納会 

１月 初詣、防災避難訓練 

２月 節分行事（手巻き寿司） 

通年 
産業カウンセラーによるカウンセリング、体力作り事業（スポーツレクリエ

ーション）、折り紙教室 

 

 

④ 役職員研修等の実施状況（自主研修含む） 

実施年月日 研修名 等 参加者 

２０１９年 ４月２０日 ふくやま・ヤングサポートネットワーク講習会 職員 ２名 

２０１９年 ７月 ９日 ＯＪＴ推進研修 職員 ２名 

２０１９年 ８月２２日 

（他 １日） 
福祉職員キャリアアップ研修（初任者） 職員 ２名 

２０１９年 ８月２３日 一般校・支援校との情報交換会 職員 ２名 

２０１９年 ９月２５日 法人内研修会 職員１０名 

２０１９年１０月１７日 ひろしま医療観察ネットワーク会議 職員 １名 

２０１９年１０月 ２日 

（他 ２日） 
サービス管理責任者 基礎研修 職員 １名 

２０１９年１１月 ９日 相談支援研修会 職員 ２名 

２０１９年１１月１７日 

（他 ５日） 
JC-NET ジョブコーチ養成研修 職員 １名 

２０２０年 １月１５日 

（他 １日） 
サービス管理責任者 専門別研修 職員 ２名 

２０２０年 ２月１７日 

（他 １日） 
管理職候補者研修 職員 １名 

 

 

⑤ 関係団体との連絡会議等 

福山市障がい者地域総合支援協議会 ( 就労支援部会、地域生活支援部会 ) 



福山・府中障害保健福祉圏域障害者就労支援ネットワーク会議 

 ( 委員会幹事委員会、就労支援部会、企画研修部会 ) 

一般社団法人 トータルライフサポートふくやま 

福山市社会福祉施設連絡協議会 

福山市障害者(児)施設連絡協議会 

福山小規模作業所連絡会 

広島県精神障害者支援事業所連絡会 

福山市地域福祉貢献活動協議会 

 

 

８．実習受入れ等 

  ・福山市医師会看護専門学校 第一看護学科 臨地実習 

    受け入れ期間：２０１９年 ５月２２日～１０月２５日（計４１名） 

 

  ・チャレンジウィークふくやま２０１９（職場体験） 

    受け入れ期間：２０１９年 ８月２０日～ ８月２３日（計４名） 

 

  ・広島県立福山北特別支援学校 高等部 職場体験実習 

    受け入れ期間：２０１９年 ８月 １日～ ８月 ２日（計２名） 

    受け入れ期間：２０１９年 ８月 ８日～ ８月 ９日（計１名） 

受け入れ期間：２０１９年 ８月２９日～ ８月３０日（計２名） 

    受け入れ期間：２０１９年１２月２４日～１２月２６日（計１名） 

    受け入れ期間：２０２０年 ２月 ６日～ ２月 ７日（計１名） 

 

 

９．情報公開 

 法人ホームページおよびWAM NET（社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム）、

全国社会福祉法人経営者協議会の web ページにて法人の事業活動および財務状況を公開。 

 また、法人機関紙（年４回発行）と SNS（Facebook）にて活動状況を随時公開。 

 

 

１０．法人が実施している公益的取組について 

  福山市地域福祉貢献活動協議会へ参画、「くらしの相談窓口」として多様な相談を受け

対応を行っている。 



障害福祉サービス事業所 すみれ工房 

令和元（２０１９）年度  事業報告 
 

 

利用実績および経営状況について 

 

 

○ 就労移行支援事業 

 

今年度の利用状況は月平均利用契約者数においては 3.75 名と前年度より 0.17 名減

となり、年間利用率では前年度と比較して 3.3 ポイント増加し 43.8％となり、法人内

他事業からの移行や他就労支援機関・相談支援機関からの紹介等と併せて、福山北特別

支援学校高等部の職場体験実習の受け入れも積極的に行いましたが、安定的な利用者の

確保には至りませんでした。 

就労実績については、ハローワークを始めとする他の就労支援機関との連携を継続し、

前年度以前からの就労者の定着継続にも注力しつつ、新たに 2 名が一般企業へ就労さ

れ、今年度前期に就労された 1名の職場定着をすることができました。 

経営面では昨年度の就労定着実績が定員の 5 割以上だったこともあり、基本報酬は

最高単価となりましたが、通年での安定的な利用には至らず昨年度の 5,733,970 円より

2,237,920円増収の 7,971,890円と大幅な改善には至りませんでした。 

安定的な就労実績を積み重ねる一方で、新規利用者の継続的な確保と年間を通じての

安定的な利用促進という課題に引き続き取り組んでいく必要があります。 

 

月別の利用登録者および利用者数の推移     (人) 

 契約者 延べ利用者 1日平均 新規契約者 退所者 

4月 6 91 4.33 1 1 

5月 4 76 3.62  1 

6月 4 70 3.18 1  

7月 5 83 3.61  1 

8月 4 63 2.86   

9月 4 60 2.86   

10月 4 69 3.00  1 

11月 3 37 1.68   

12月 3 35 1.67 1 1 

1月 3 44 2.20   

2月 3 31 1.55  1 

3月 2 21 1.00  1 

計(平均) 45 680 2.63 3 7 

前年度 47 625 2.44 4 4 

前年比較 △ 2 55 0.19 △ 1 3 

※ 契約者の計は、各月 1日現在での利用契約者数の合計 

 

年間実利用契約者：8名、月平均利用契約者：3.75名 



○ 就労継続支援(B型)事業 

 

今年度の月平均利用契約者数は 25.75 名と前年度より 0.67 名減、年間利用率では前

年度と比較して 13.7ポイント減の 72.9％となり、好調であった昨年度より契約者数及

び利用率ともに減少に転じました。大きな要因としては、安定的かつ継続的に利用され

ていた方が年度前期に就労された一方で、新規利用者は年度後期に集中したことが挙げ

られます。 

経営面においては、利用契約者数および利用率が減少に転じたことにより、昨年度の

21,799,280 円より 3,426,626円減収の 18,372,654円となりました。 

昨年度に続き、一般企業への就労をされる方があったことは、移行支援事業において

蓄積されたノウハウを共有し活用することで得られた成果であると受け止めつつ、利用

される方のニーズに合ったサービスを選択、利用していただけるよう留意していく必要

があると考えています。 

 

月別の利用登録者および利用者数の推移     (人) 

 契約者 延べ利用者 1日平均 新規契約者 退所者 

4月 26 218 10.38  1 

5月 26 221 10.52 1 1 

6月 25 216 9.82  1 

7月 24 238 10.35   

8月 24 195 8.86   

9月 24 174 8.29  1 

10月 23 227 9.87 2  

11月 26 246 11.18 2 1 

12月 27 235 11.19   

1月 28 225 11.25 1  

2月 28 215 10.75   

3月 28 210 10.00 1 4 

計(平均) 309 2,620 10.21 7 9 

前年度 317 3117 12.13 4 5 

前年比較 △ 8 △ 497 △ 1.93 3 4 

※ 契約者の計は、各月 1日現在での利用契約者数の合計 

 

年間実利用契約者：27名、月平均利用契約者：25.75名 

 

 

 

利用者の状況          (令和 2年(2020年)3月末現在) 

男女比 障害種別(重複あり) 年齢層 

男性 女性 身体 療育 精神 発達 他 
10
代 

20
代 

30
代 

40
代 

50
代 

60代 
以上 

平均 
年齢 

19 4 0 5 15 5 0 3 5 8 2 7 3 42.02 

 



 

 

 

就労支援および就労実績、生産活動について 

 

 

 

○就労移行支援事業 

 

今年度も引き続き、利用者個々のニーズに特化した個別支援プログラムを中心とした

就労支援を実施しました。今年度は前期および後期で 1名ずつ計 2名の方が一般企業で

の就労に繋がり、前期に就労された 1名も定着され、着実に実績を積み重ねることがで

きました。 

従前の就労された方についても、これまでと同様に他就労支援機関との連携等を行う

中で定着維持を図る事ができました。 

今年度は利用契約者数では平均して 3.75 名と一定の利用者の確保を行うことはでき

ましたが、ニーズの変化や体調面の悪化などから法人内他事業への利用変更や市内他サ

ービスへの利用に変わられる方もあり、利用率は 2割強に留まりました。 

その一方で、福山北特別支援学校で行われた福祉事業所合同説明会へも引き続き参加

し、同校からの職場体験実習の受け入れも精力的に行いました。 

市内における就労移行支援事業の重要性を踏まえ、精神障害だけでなく多様な障害の

受け入れをより円滑に行えるよう支援スキルの向上に一層取り組むとともに、当事業の

活動を広く周知していくことで、安定的かつ効果的な事業継続を行っていきます。 

 

 

○ 就労継続支援(B型)事業 

 

 今年度の生産活動においては総支給額で 1,908,370 円と昨年度の 1,992,153 円と比

較して 83,783円の減額となりましたが、利用契約者数の減少に伴う配分額の減額が主

な要因であり、すみれ工房全体での総支給額は横ばいとなっています。 

平均月額工賃においては、利用契約者数の減少に伴い、個々への配分が増えたため、

の 9,044円と昨年度より 639円の増額となりました。 

このような中、主たる対象として定めている精神障がいのある方のみでなく、発達障

がいや知的障がいのある方の利用も増えつつあり、作業環境や支援方法など限られた環

境の中で模索している現状があります。引き続き、利用者個々の特性に配慮しつつ、効

率的かつ効果的な支援体制の中で工賃の向上が図れるよう既存作業の見直しや新規作

業の検討も含め取り組んでいきます。 

就労支援については、引き続き利用者個々の体調や希望に応じて取り組み、1 名が一

般企業への就労に繋がりました。 

引き続き、就労移行支援事業との差別化を念頭に、一般企業への就労または福祉的就

労を希望される利用者や、今後の高年齢化に伴う生活課題についても医療機関や行政、

相談支援事業所等との連携強化に引き続き取り組むとともに、法人内外における各種研

修により、人材育成に取り組んでいきます。 



事 業 報 告 書 

令和 2 年 3 月 31 日 

 

               地域活動支援センターとまり木   

 

  

【総括】  

「地域活動支援センター事業」として、自立した日常生活を営むことができるよう創作活動や生

産活動の機会の提供及び社会交流の促進に一層創意工夫しつつ一定の成果を出すことができた。  

【実施行事】 

 産業カウンセラー・高橋惠子氏によるカウンセリング（すみれ工房協働）  

 体力作り事業（健康・地域交流）障害者体育センターに於いて運動を行う  

 創作活動として深津コミュニティーセンターにて調理実習 

 「折り紙教室」（高橋敏子氏） 

 観桜会  お花見 4 月 6 日（土）（すみれ工房協働） 

 ＢＢＱ（芦田川河川敷）5 月 18 日（土）（すみれ工房協働） 

 親睦ボーリング大会 7 月 6 日（土）（すみれ工房協働） 

 地域町内会夏季祭事 7 月 20 日（土）8 月 24 日（土）（すみれ工房協働） 

 出前講座「生活リズムについて」9 月 5 日（木）（すみれ工房協働） 

 ふれあい福祉まつり 10 月 26 日（土）（すみれ工房協働） 

 クリスマス会（望年会） 12 月 21 日（土）（すみれ工房協働） 

 新年初詣（福山八幡神社）1 月 4 日（土）（すみれ工房協働） 

 節分手巻き寿司大会 2 月 1 日（土）（すみれ工房協働） 

※その他レクリエーションにて「カラオケ」「飲食店での食事会」等を月２回程度開催  

【実施作業】 

 (株)永山よりフルーツキャップ梱包作業（内職作業） 

 岩瀬商店(株)より染料封入作業（施設外）及び商品部品製作 

 福山市立大学より清掃作業（作業実習） 

 ㈳トータルライフサポートふくやまより各種作業請負（内職作業）  

 (株)デイズ（内職市場）より各種作業請負（内職作業） 

 (株)コバックよりボルト、ナット袋詰め作業（内職作業） 

 就労 B らぼーろ事業所より各種作業請負（内職作業） 

※作業工賃は決算書通り 



令和元年度 各月の事業実施日数及び利用者数等  

月  事業実施日数  
在籍者数  

（各月１日現在）  

各月の平均利

用者数  
新規利用者数  

利用休止・中止

者数  

４  20 日  39 人  14.5 人  0 人  0 人  

５  19 日  39 人  14.1 人  0 人  1 人  

６  21 日  38 人  13.0 人  0 人  0 人  

７  22 日  38 人  12.5 人  0 人  0 人  

８  22 日  38 人  12.5 人  1 人  0 人  

９  20 日  39 人  14.9 人  1 人  0 人  

１０  22 日  40 人  14.2 人  0 人  0 人  

１１  21 日  40 人  13.9 人  0 人  0 人  

１２  20 日  40 人  12.8 人  0 人  1 人  

１  20 日  39 人  13.1 人  1 人  0 人  

２  20 日  40 人  11.8 人  0 人  0 人  

３  21 日  40 人  14.4 人  2 人  0 人  

計  248 日    5 人  2 人  

 

年度内における職員の異動状況  

異動  

職種  名前  退職年月日  常勤・非常勤の別  退職理由  

生活  

支援員  
植山 友英  令和 2 年 3 月 31 日  常勤・非常勤  

法人内「すみれ工房」

異動の為  

 

  


